





固定 刑 
5 補 次 に 対す る 固定 刑 


[ 日 本 語 


2 >J| > 


| su 


ムハンマド ・ ブ プン ・ イ ブ プラー ヒー ム ・ ア ッ テ ト ッ ワ イジ リー 


アー > っ 


翻訳 者 サイード 佐藤 
し し ュ ス ーー 
校閲 者 ファ ー テ ィ マ 佐藤 


し 。 bb ! も テ | っ 


海外 ダ ア ワ 啓 発 援助 オフ ィ ス 組織 (リヤ ド 市 ラブ ワ 地 区 ) 
っ sp し UI と な 8 ye っ うし りこ | 
1429 - 2008 


ISIQrmhOUS@。。。 











4 一 突 盗 に 対す る 固定 刑 





針 























@ 容 盗 と は : 人 目 を 忍び つつ 、 他 人 の 尊 
の 量 だ け 奪 うこ と で す 。 尚 その 物 盗 行為 に お いて 疑念 の 余地 が ある 場合 2 は 、 物 盗 
見 な され ませ ん 。 














に 値する 財産 1 を その 特定 の 保管 場所 か ら 特 
と は 











@ 張 盗 の 法 的 位置 づけ : 





1 一 壇 盗 は 禁じ られ て お り 、 大 罪 3 の 1 つ に 数 えら れ ま す 。 

















2 一 イス ラー ム は 財産 の 保護 を 命じ し 、 そ の 権利 の 侵害 を 禁じ まし た 。 ゆ え に 科 盗 は 無論 の 
こと 、 強 奪 や 略奪 や 横領 な ど 他 人 の 財産 を 不当 に 入手 する こと は 全て 禁じ られ て いま す 。 




















@ 鼻 盗 に 対す る 固定 刑 が 定め られ た こと に 潜む 英知 : 








アッ ラー は 財産 を 、 科 盗 犯 の 手 の 切断 刑 と いう 刑罰 に よっ て 保護 され まし た 。 爽 暗 に 満 
ち た 手 は 危険 な 病 に 感染 し た 器官 同様 と 見 な され 、 体 全身 を 守る た め に 切断 する の で す 。 
また 符 盗 犯 の 手 が 切 断 さ れる こと は 、 人 に 他人 の 財産 を 盗 あ と いう 罪 に 関し て 熟慮 する 機 
会 を 与え 、 ま た 符 盗 犯 自身 に と っ て は その 罪滅ぼし と な り ま す 。 ま た この 固定 刑 が 執行 さ 
れる こと に より 社会 に 平和 と 安寧 が 深く 根 を 下ろ し 、 社 会 の 財産 が 守ら れる の で す 。 




































































アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ 

ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 いま し た : 「 秦 を 犯す 者 は 、 ム ウミ ン (ゴー マー ン 
の 徒 ) 4 で ある 状態 の 時 に 姦淫 する 事 は な い 。 ま た 飲酒 を 犯す 者 は 、 ム ウミ ン (イー マー ン 
の 徒 ) で ある 状態 の 時 に 人 が 飲酒 する こと は な い 。 ま た 盗人 は ムウ ミン (イー マー ン の 徒 ) 
で ある 状態 の 時 に 盗み を 犯す こと は な い 。 そ し て 人 は ムウ ミン (イー マー ン の 徒 ) で ある 
状態 の 時 に 、 人 々 が 目 を 見 開く よう な (価値 の ある ) 物品 を 略 礁 する こと は な い の だ 。」( ア 
ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 5) 








































































































@ 初 盗 犯 へ の 刑 六 : 





1 訳者 注 :「 尊 重 に 値する 財産 」 の 定義 に つい て は 、 こ の 章 の 中 で 後述 し ます 。 

2 訳者 注 : これ に つい て も 詳細 は 後述 し ます 。 

3 訳者 注 :「 大 罪 (カビ ー ラ ) 」 と は 、 そ れ に 対し 現世 に お いて 刑罰 が 適用 され た り 、 あ る い は それ を 犯す 

こと で 来世 に お いて 地獄 を 警告 され て いた り 、 ま た アッ ラー の ご 慈悲 か ら の 放逐 や か れ の お 径 り を 招く こ 

と と され て いる も の で す 。 例 と し て は シル ク や や 殺人 、 ズ ィ ナ ー ( 淫 ) や 魔法 、 リ バー (不法 商取引 )、 親 

不 孝 、 嘘 の 誓い な ど が あり ます 。 

4 訳者 注 : 詳 し く は 「 ユ ー タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ ー マ ー ン と イー マー ン の 諸 特質 」 の 項 を 

参照 の こと 。 

S サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2475) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (57。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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1 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た :- 男女 の 初 盗 孝 は 、 彼 ら が 成 し た こと の 報い ゆえ 、 
そし て アッ ラー の 徐 凡 ゆえ 、 そ の 手 を 切断 する の だ 。 ア ッ ラ ー は 威光 高く 、 こ の 上 な く 英 
知 溢れ る お 方 。 し か し その 不正 の 後に 悔 悟 し 、( そ の よう な 行い を 繰り 返す こと な く ) 行い 
を 正す 者 に 関し て は 、 ア ッ ラ ー は その 悔 悟 を 受け 容れ て 下さ る で あろ う 。 実 に アッ ラー は 





お 薇 し 深く 、 慈 悲 深 い お 方 で や られ る 。, (クルアーン 5 : 38 - 39) 





2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 


に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た アッ ラー は 惣 容 する 者 を お 



































その 手 を 切ら れる の だ 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ⑥ 





@⑯ 盗 犯 の 手 の 切断 刑 の 条件 : 

















以下 の 条件 が 満た され た ら 、 究 盗 犯 の 手 を 切断 刑 に 処 さ な けれ ば な り ま せん : 


1 一 ムスリム で あろ うと ズ ィ ン ミー7 で あろ うと 惣 盗 犯 に 責任 能力 が あり (つま り 成 人 で 正 























性 を 備え て いる こと )、 ま た 自分 の 選択 に よっ て その 犯罪 を 行っ た こと 。 





和 常 な 











2 一 盗難 品 が 尊 
され ませ ん 。 























3 一 盗難 品 が 、4 分 の 1 金 デ ィ ァ ー ナ ー ル 3 以上 の 価値 で ある こと 。 














喝 い に な ら 
れる 。 卵 1 個 で も 和 夫 盗 を 働い た 者 は その 手 を 切ら れ 、 そ し て 縄 1 本 で も 和 初 盗 を 働 


\ た 者 は 





に 値する 財産 で や る こと : ゆえ に 、 楽 器 や 酒類 の 究 傘 で は 切断 刑 は 執行 














4 一 あく まで 財産 や 物品 を 、 こ っ そり と 隠れ て 交 ん だ こと 。 も し 強奪 や 略 礁 や 分 捕り な ど 





の 場合 、 切 断 刑 で は な く 裁 量刑 が 科 さ れる こと に な り ま す 。 











5 一 盗難 品 を その 保管 場所 か ら 取 り 、 持 ち 出 し た こと : ちな み に 保管 場所 は その 地域 や 時 
































代 の 習慣 に より 異な り ま すし 、 ま た 財産 の 種類 に よっ て も その 保管 場所 は 違っ て くる で し 
ょ う 。 し か し 一 般 的 な と ころ で は 家宅 や 銀行 、 店 や 家畜 小屋 な ど と いっ た 場所 で す 。 


















































6 一 委 盗 行為 に 疑念 の 余地 が な いこ と : つま り 両 親 と その 尊属 、 あ る い は 子供 と その 卑 属 
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錠 僚 状態 に ある 場合 の 袖 盗 に も 切断 刑 の 執行 は あり ませ ん 。 





7 被害 者 が 切断 刑 の 執行 を 主張 する こと 。 

















【 さ 








6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6799) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1687) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 





7 訳者 注 : ジ ズ ヤ 税 を 支払 い 、 そ の 諸 規定 を 遵守 する こと を 条件 に 、 イ スラ ー ム 法治 国家 に 




















居 介 


E す る ム ス 


























リム 以外 の 茂 典 の 民 あ る い は 非 ム スリ ム の こと 。 
8 訳者 注 :1 ミ スカ ー ル ( 約 1.0625 g ) に 相当 し ます 。 
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8 一 韻 初 次 罪 は 以下 の いずれ か に よっ て 確証 され 3 








繕 傘 犯 が 2 回 自認 する 
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示 教 を 遵守 し 常識 を 備え 


@ 初 盗 罪 が 確証 され た 結果 、 起 こる こと : 
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1 一 愉 盗 犯 に は 2 つの 義務 が あり ます : 1 つ は 個別 の 義務 で あり 、 す な わ ち - も し 存在 し 
、 ま た は - も し 盗難 品 が 存在 し て いな か っ た り 、 損 害 を 
受け て いた り し た 場合 - それ と 同様 の 物 、 あ る い は その 人 金額 の 返 避 で す 。 一 方 も う 1 つの 
り ア ッ ラ ー に 対す る 義務 で す 。 要 する に 上 記 の 条件 が 完 


て いる の な ら - 盗難 品 そ の も の か 








義務 は 一 般 的 な も の で あり 、 つ ま 











で す 。 








2 一 手 の 切断 刑 が 決定 し た ら 、 そ の 場合 右手 の 手首 か 
ぐ 切 断 部 を 煮え 立っ た 油 か 、 止 血 作用 の ある 液体 に 漬け ます 。 ま た 盗難 品 は その も の か 、 























ある い は その 代 其 物 を 所 有 主 に 返 






































還 し な けれ ば な り ま 























全 に 満た され れ ば 手 の 切 断 刑 の 執行 で あり 、 も し 一 部 の 条件 が 揃わ な けれ ば 裁量 刑 の 執行 





ら の 切断 と な り ま す 。 切断 し た ら す 











せん 。 張 次 罪 は 裁判 官 9 の も と で 確証 











され た ら 最 後 、 切 断 刑 の 執行 に お ける 執り 成 し を 禁じ られ ます 。 


























3ー も し 清 次 の 前 科 が ある 者 が 
切断 し ます 。 ま た 更に 犯行 を 犯 し 
以上 の 切断 刑 は あり ませ ん 。 
































た 場合 は 、 悔 域 する 8 








度 犯行 を 犯 し た 場合 、 

















今度 は 左足 を 足 の 甲 の 真ん中 か ら 
E で 拘束 する 裁量 刑 に 処 さ れ 、 そ れ 











@ 人 の ポケ ッ ト な ど を 切っ た り し て 気付 か れ な いよ うに 金銭 な ど を 盗む や 、 い わ ゆ る スリ な 
ども 、 も し 盗難 品 が 一 定 の 額 以 上 に 達 す れ ば 切断 刑 の 対象 と な り ま す 。 ポ ケッ ト な ども 、 
立派 な 財産 の 保管 場所 で ある と 見 な され る か ら で す 。 











@ 当 盗 罪 と 認定 され る 盗難 品 の 価値 : 


盗難 品 が 4 分 の 1 金 デ ァ ー ナ ー ん 0 以上 の 人 





アー イシ ャ (彼女 に ブイ ッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
呈 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「4 分 の 1 ディ ー ナ ー ル 以上 (の 財産 の 究 盗 ) に 、 手 の 切断 























が 科 さ れる 。」( ア ル テ ブ ハー リー 





9 訳者 注 : イス ラーム 法 で 裁く 裁 
10 訳者 注 : 前 出 。 


























と ムスリム の 伝承 11) 


| 官 の こと で す 。 











値 で な けれ ば 、 惣 盗 罪 と は 見 な され ませ ん 。 


























11 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6789) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1684)。 文章 は アル テー ブ ハ ー リ ー の も の 。 
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@⑯ 回 定 刑 は 疑念 の 余地 が あれ ば 執行 され な い : 





物 盗 犯 の 被疑 者 が 犯行 を 認め た に も 関わ ら ず 、 盗 難 品 が 彼 の も と に 見 つか ら な か っ た よ 
うな 場合 、 裁 判官 は 彼 に 自白 の 撤回 を 勧め る こと が 出来 ます 。 そ れ で も 彼 が 自白 を 撤回 し 
な けれ ば 、 切 断 刑 が 科 さ れ ま す 。 し か し も し 一 旦 犯 行 を 自白 し て も 後に それ を 撤回 する な 
ら ば 、 切 断 刑 は 実行 され ませ ん 。 と いう の も 固定 刑 は 、 犯 行 に 少し な り と も 疑念 の 余地 が 
挟ま れる こと が あれ ば 実行 され な いか ら で す 。 


























































































































@ 国庫 か ら の 稚 次 に 関し て : 

















か ら 和 綿 盗 し た 者 に は 、 裁 量刑 に よっ て 盗ん だ 額 の 倍 の 禄 金 が 科 さ れ 、 切 断 刑 は 適用 
され ませ ん 。 と いう の も 国民 に は 多少 な り と も 、 国 庫 に 対し て その 割り 当て を 受領 する 権 
利 が ある か ら で す 。 戦利 品 な ど に つい て も 同様 の こと が 当て は まり ます 。 





















































@ 借り 物 を 自分 の 所 有 物 と 主張 する 者 に 関し て : 












































他人 か ら 借 り た 物 を 自分 の 所 有 物 で ある と 主張 し 、 本 来 の 所 有 者 の 所 有 権 を 否定 する 者 
に 関し て も 、 切 断 刑 が 適用 され ます 。 こ れ も ま た 笑 盗 の 1 種 で ある か ら で す 。 






































アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 マ フ ズ ー ム 部 族 の ある 女性 が 日 
用 品 を 借り た まま 、 そ れ を 自分 の 物 と 主張 し て 返し ませ ん で し た 。 そ れ で 預言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 彼 女 の 手 の 切断 刑 を 命じ まし た ・・・。 (ムスリム の 伝 
承 12) 




























































































人 @ 次 難 品 に 関し て : 








物 盗 犯 が 、 紛 失 し た か 損なわ れ た り し た 盗難 品 を 、 本 来 の 所 有 主 に 別 の 形 で 責任 を も っ 
て 返却 する の は 、 そ の 人 悔 悟 の 真 さ の 表れ で す 。 そ し て も し それ が 彼 に と っ て 容易 な 額 の 
物 で あれ ば すぐ 支払 いま す が 、 も し 彼 が 困難 な 状況 に あれ ば ひと まず 支払 い を 猫 予 し て や 
の 
一 方 も し 盗難 品 そ の も の が 存在 し て いる 場合 、 そ れ を 所 有 主 に 返却 する の は 正しい 悔 司 
の 条件 の 1 つ で す 。 





































































































@ 麻薬 以外 で 覚醒 効果 や 邪 緩 効果 の ある 物質 の 取 に 関し て : 





突 盗 罪 や 痕 淫 罪 、 飲 酒 罪 を 犯し た 者 で も 、 裁 判官 の も と で 刑 が 確定 する 前 に 悔 惜 し た 者 
は 、 刑 を 凌 行 する 必要 が な く な り ま す 。 ゆ え に ア ッ ラ ー が 隠し て 下さ っ た こと を 、 敢 えて 
HH ら 露 に する こと は 義務 で は あり ませ ん 。 し か し も し 稀 盗 を 犯 し て いる 場合 、 そ れ は 本 来 
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12 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1688)。 


の 所 有 ヨ 








E に 返却 する 必要 が あり 3 
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